
▲約3,950発の花火が夜空を彩った、第98回高宮納涼花火大会（７月10日撮影）
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今回の「広報ひこね」は、１日号と15日号の合併号です。
　8月15日号は発行しませんので、あらかじめご承知ください。



２広報ひこね　平成22年８月１日

特集　　　平成21年度の経営改革　

健
全
な
財
政
基
盤

の
確
立

⑴
財
政
運
営
の
健
全
化

一
般
行
政
経
費
の
節
減

　
　
　
　
　   

５
０
９
万
８
千
円
減

♦
滋
賀
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
加
入

申
込
書
の
全
世
帯
へ
の
郵
送
を
、
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
変
更
し
、
事
務

経
費
の
節
減
を
図
り
ま
し
た
。

　
　♦
土
砂
災
害
情
報
通
報
シ
ス
テ
ム
を
、

滋
賀
県
の
シ
ス
テ
ム
へ
一
元
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
彦
根
市
が
管
理
す
る

機
器
な
ど
を
縮
小
し
、
事
務
経
費
の

縮
減
を
図
り
ま
し
た
。

投
資
事
業
の
見
直
し

　
　
　
　
 14
億
８
、
９
０
０
万
円
減

♦
彦
根
市
が
行
う
投
資
事
業
全
般
に
つ

い
て
、
緊
急
性
な
ど
を
検
討
し
、
事

業
の
中
止
や
延
伸
、
内
容
の
見
直
し

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

取
り
組
み
額
は
、
経
営
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
策
定
時
（
平
成
17
年
度
当
初
時

点
）
の
事
業
計
画
と
、
平
成
21
年
度

の
実
績
額
と
の
比
較
で
す
。

公
債
費
の
見
直
し

　  

２
億
８
、
４
５
７
万
３
千
円
減  

 

♦
政
府
系
資
金
を
繰
上
償
還
す
る
こ
と

が
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
可
能
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
繰
上
償
還
を
行
い
ま

し
た
。
平
成
21
年
度
の
繰
上
償
還
額

は
、
３
億
１
、
８
２
０
万
２
千
円
で

す
。

 
 

分
か
り
や
す
い
財
務
諸
表
の
作
成

と
公
表

 
 

♦
経
常
収
支
比
率
、
市
債
残
高
を
掲
げ

た
財
政
状
況
等
一
覧
表
や
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
な
ど
に
加
え
、「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、新
た
な
指
標
に
よ
り
、財

政
状
況
を
分
析
し
、
彦
根
市
全
体
の

決
算
状
況
や
将
来
の
負
担
な
ど
を
公

表
し
ま
し
た
。

　
彦
根
市
で
は
、
直
面
し
て
い
る
財
政
危
機
を
克
服

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
と
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
18
年
２
月
に
、
新

た
な
行
政
改
革
大
綱
（
取
り
組
み
期
間
は
平
成
17
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
）
と
実
施
計
画
で
あ
る
「
彦
根

市
経
営
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
そ
の
着
実

な
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
12
月
に
は
、「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の

確
立
に
向
け
た
今
後
の
取
組
指
針
」
を
策
定
し
、
引

き
続
き
行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

※
取
り
組
み
額
は
、
記
載
し
て
い
る

　
内
容
以
外
の
取
り
組
み
も
含
み
ま
す
。

※
取
り
組
み
の
詳
し
い
内
容
は
、

　
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

　
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

経
営
改
革
推
進
室

　
☎
30-

６
１
０
５
番
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

経
営
改
革
の
取
り
組
み

を
公
表
し
ま
す

▲交通災害共済加入申込書

３ 広報ひこね　平成22年８月１日

⑵
行
政
の
守
備
範
囲
の

見
直
し 

事
務
事
業
の
再
編
整
理
　

　
　
　
　 

１
、
７
８
３
万
６
千
円
減

♦
特
定
高
齢
者
（
要
支
援
・
要
介
護
状
態

に
な
る
恐
れ
が
高
い
人
）
の
把
握
に
あ

た
り
、
介
護
予
防
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
対
象
者
全
員
に
郵
送
し
て
回
収
す

る
方
法
か
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象

に
開
催
し
た
介
護
予
防
講
座
の
中
で
、

高
齢
者
の
生
活
面
の
状
況
も
把
握
し

な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
回
収
す
る

方
法
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ

把
握
の
効
率
性
と
事
業
効
果
を
高
め

ま
し
た
。

♦
勤
労
者
向
け
教
育
資
金
融
資
に
つ
い

て
、
民
間
金
融
機
関
で
低
利
な
も
の

や
、
資
金
使
途
が
幅
広
い
融
資
制
度

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
彦
根
市
の
融

資
実
績
が
平
成
17
年
３
月
以
降
な
い

こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
検
討
し
た
結

果
、
平
成
21
年
度
以
降
は
新
規
の
教

育
資
金
融
資
を
廃
止
し
ま
し
た
。

補
助
金
等
の
見
直
し

　
　
　
　
６
、
２
５
３
万
９
千
円
減

♦
更
生
保
護
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い

て
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
を
図
る

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
関
係
団

体
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
活

動
内
容
や
成
果
な
ど
を
精
査
し
、
補

助
金
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

♦
平
成
20
年
度
末
を
も
っ
て
、
㈶
彦
根

市
文
化
体
育
振
興
事
業
団
が
解
散
し

た
た
め
、
事
務
局
経
費
等
の
削
減
を

図
り
ま
し
た
。

⑶
民
間
活
力
の
導
入

 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど

民
間
活
力
の
導
入
推
進
　

　
　
　
　
２
、
６
６
７
万
８
千
円
減

♦
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
業
務

の
委
託
を
、
４
ク
ラ
ブ
か
ら
７
ク
ラ

ブ
に
拡
大
し
、
地
域
で
の
子
育
て
活

動
の
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

♦
小
学
校
給
食
の
調
理
業
務
に
つ
い
て
、

民
間
委
託
を
拡
大
実
施
（
２
校
）
し

ま
し
た
。
新
規
委
託
校
は
、
城
南
小

学
校
と
佐
和
山
小
学
校
で
す
。

⑷ 

歳
入
の
確
保
対
策

収
納
体
制
の
強
化
と
自
主
財
源
の

確
保
　
　
　
　
　
　

　
　
１
、
２
０
８
万
４
千
円
収
入
増

♦
税
務
署
な
ど
と
の
連
携
・
協
力
体
制

を
強
化
し
、
国
税
申
告
状
況
な
ど
の

資
料
収
集
や
実
態
調
査
の
実
施
に
よ

り
、
市
税
の
適
正
申
告
指
導
を
行
う

な
ど
課
税
客
体
の
的
確
な
把
握
に
努

め
ま
し
た
。

♦
市
税
に
つ
い
て
は
、
差
押
の
強
化
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
21

年
度
は
１
、
３
５
１
件
の
差
押
を
実

施
し
ま
し
た
。（
平
成
20
年
度
実
施
件

数
：
６
７
５
件
）

♦
保
育
料
の
徴
収
に
つ
い
て
、
未
納
者

に
対
し
、
保
育
園
で
の
督
促
通
知
の

手
渡
し
に
加
え
、
保
育
園
で
の
未
収

金
の
回
収
に
努
め
ま
し
た
。

時
代
を
切
り
ひ
ら
く

行
政
経
営
の
推
進

⑴
成
果
重
視
の
行
政
経
営

能
力
、
成
果
重
視
の
人
事
管
理
、

人
材
育
成

 
 

♦
人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
変

革
の
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成

の
た
め
、
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
、

政
策
形
成
能
力
の
向
上
な
ど
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

♦
係
長
級
以
上
の
職
員
を
対
象
に
、
目

標
管
理
型
の
人
事
考
課
制
度
の
試
行

導
入
に
向
け
た
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
見
直

し
、
施
策
評
価
制
度
の
導
入

♦
「
彦
根
市
総
合
発
展
計
画
」
で
推
進

し
て
い
る
58
の
施
策
に
つ
い
て
、
外

部
の
有
識
者
や
公
募
市
民
で
構
成
さ

れ
た
行
政
評
価
委
員
会
に
よ
る
外
部

評
価
を
実
施
し
、
評
価
や
意
見
な
ど

を
今
後
の
市
政
運
営
に
生
か
す
よ
う

に
努
め
ま
し
た
。

 
 

 

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

　
　
　
　
　
　 

　
76
万
５
千
円
減  

♦
各
部
局
ご
と
に
予
算
を
配
分
す
る
枠

配
分
予
算
編
成
方
式
を
継
続
し
、
よ

り
い
っ
そ
う
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。
　

▲委託業者による学校給食の調理

▲スキルアップ研修の様子
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♦
採
算
性
の
悪
い
路
線
バ
ス
の
運
行
経

路
の
改
善
と
そ
れ
に
併
せ
た
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
へ
の
移
行
や
、
路
線
バ

ス
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
鉄
道
と

の
ダ
イ
ヤ
接
続
改
善
を
行
い
ま
し
た
。

♦
市
民
の
参
加
に
よ
る
、
わ
か
り
や
す

く
利
用
し
や
す
い
路
線
バ
ス
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

♦
国
が
提
唱
す
る
定
住
自
立
圏
構
想
を

愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲
良
町
、
多
賀

町
と
と
も
に
推
進
し
、
湖
東
圏
域
の

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

♦
平
成
21
年
４
月
に
中
心
市
宣
言
を
行

い
、10
月
に
は
１
市
４
町
合
同
で
、湖

東
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

♦
湖
東
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇

談
会
で
の
検
討
を
経
て
、
平
成
22
年

３
月
に
湖
東
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

市
民
の
参
画
と

協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り 

 
 

 
 

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

市
政
の
推
進

市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
自
主
活
動
の

促
進
支
援

♦
市
民
活
動
団
体
が
自
主
的
、
自
立
的

に
行
う
社
会
貢
献
活
動
に
必
要
な
経

費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
ひ
こ
ね
市

民
活
動
促
進
助
成
事
業
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
平
成
21
年
度
は
、
22
事
業

に
助
成
し
ま
し
た
。

そ
の
他

◆
次
期
彦
根
市
総
合
計
画
策
定
に
つ
い

て
、
幅
広
い
意
見
を
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
、
各
種
団
体
の
代
表
、
関

係
行
政
機
関
な

ど
の
職
員
、
学

識
経
験
者
、
公

募
委
員
の
40
人

の
委
員
で
構
成

す
る
「
彦
根
市

総
合
発
展
計
画

審
議
会
」
を
設

置
し
、
調
査
・

審
議
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
効
率
の
よ
い

保
管
・
返
還
作
業
が
可
能
に
な
る
よ

う
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

⑶
サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
化

と
向
上

 
 
 

窓
口
業
務
の
迅
速
化
な
ど
サ
ー
ビ

ス
の
向
上

 
 

♦
法
人
市
民
税
（
申
告
書
・
異
動
届
）、
個

人
市
民
税
（
給
与
支
払
報
告
書
、
特
別

徴
収
異
動
届
・
特
別
徴
収
義
務
者
異
動

届
）
や
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
申
告

書
）
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度
に
電

子
申
告
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
e
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
）
を
導
入
し
、
納
税
者
の
利

便
を
図
り
ま
し
た
。

 
⑷
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り  

 
 

 

企
業
誘
致
の
推
進
等
、
ま
ち
の
活
性
化

 

♦
「
彦
根
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
」
に
基

づ
き
、
昨
年

に
引
き
続
き

デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
（
予

約
型
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
）

の
実
証
運
行

を
実
施
し
ま

し
た
。

⑵
効
率
的
、
効
果
的
な

行
政
体
制
の
整
備

 
 

 

適
正
な
定
員
管
理
の
推
進
　

　
　
１
億
３
、
２
７
７
万
７
千
円
減

♦
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
、
５
年
間

で
平
成
17
年
４
月
１
日
時
点
で
の
全

職
員
数
（
１
、４
５
５
人
）
の
４
・
６
％

（
67
人
）以
上
の
職
員
削
減
を
行
い
ま

し
た
。
平
成
21
年
度
は
、
２
人
削
減

し
ま
し
た
。

人
事
給
与
制
度
の
見
直
し 

♦
特
別
職
給
料
の
独
自
カ
ッ
ト
を
行
い

ま
し
た
（
市
長
10
％
、
副
市
長
・
教
育
長

５
％
カ
ッ
ト
）。

　
　
管
理
職
手
当
の
独
自
カ
ッ
ト
を
行

い
ま
し
た
（
部
長
・
次
長
級
10
％
お
よ

び
、
課
長
級
８
％
相
当
額
の
カ
ッ
ト
）。

　
　
地
域
手
当
支
給
率
の
独
自
カ
ッ
ト

を
行
い
ま
し
た
（
国
の
支
給
基
準
３
％

か
ら
２
％
に
削
減
し
ま
し
た
）。

　
※
取
り
組
み
額
は
、
適
正
な
定
員
管

　
理
の
推
進
に
含
ま
れ
ま
す
。

公
共
施
設
の
統
廃
合 

♦
駅
周
辺
の
自
転
車
な
ど
の
放
置
禁
止

区
域
か
ら
撤
去
し
た
放
置
自
転
車
の

保
管
所
を
、
２
か
所
か
ら
１
か
所
に

統
合
し
ま
し
た
。

　
　
返
還
日
を
週
２
回
か
ら
週
４
回
に

▶
出
発
式
の
様
子

▲湖東定住自立圏形成協定の合同調印式

▶
審
議
会
の
様
子

５ 広報ひこね　平成22年８月１日

特集 平成21年度の経営改革

﹇
経
営
基
盤
の
確
立
﹈ 

 

♦「
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
収
入
確
保
と

経
費
節
減
に
努
め
ま
し
た
。

♦
院
外
有
識
者
に
よ
る
評
価

委
員
会
に
お
い
て
、
改
革

プ
ラ
ン
の
進し

ん

捗
ち
ょ
く

状
況
の
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

 
 ﹇

収
入
増
加
・
確
保
策
﹈ 

 

 

♦
診
療
所
か
ら
の
患
者
紹
介

を
増
や
し
、
収
入
の
確
保

を
図
り
ま
し
た
。 
 

♦
７
対
１
看
護
配
置
基
準
の

導
入
に
よ
り
、
入
院
収
益

の
増
収
確
保
と
、
患
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

 
 ♦

Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
診
断
群
分
類
包
括

評
価
）
の
導
入
に
よ
り
、
入

院
収
益
の
増
収
を
確
保
し

ま
し
た
。

  

♦
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
画
像
装

置
）
の
稼
動
を
土
曜
日
ま
で

拡
大
し
た
こ
と
や
、
64
列

マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装
置
）

の
導
入
を
行
い
、
診
療
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

 
 

﹇
経
費
削
減
・
抑
制
対
策
﹈ 
 

♦
委
託
料
に
つ
い
て
、
契
約

内
容
や
仕
様
な
ど
を
見
直

し
、
削
減
を
図
り
ま
し
た
。

 
 ♦

薬
品
費
に
つ
い
て
、
契
約

方
法
の
見
直
し
や
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
薬
品
）
の

使
用
に
よ
り
、
削
減
を
図

り
ま
し
た
。 

 

♦
診
療
材
料
費
に
つ
い
て
、

契
約
方
法
の
見
直
し
や

購
買
監
査
の
導
入
に
よ
り
、

削
減
を
図
り
ま
し
た
。

♦
大
藪
浄
水
場
緩
速
ろ
過
池

の
処
理
能
力
の
向
上
を
図

る
た
め
の
調
査
研
究
業
務

を
、
滋
賀
県
立
大
学
に
委

託
し
ま
し
た
。

♦
料
金
未
納
者
に
対
し
て
、

給
水
停
止
や
、
法
的
措
置

に
よ
る
支
払
督
促
の
申
し

立
て
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
支
払
督
促
の
判

決
後
も
、
支
払
い
の
な
い

人
に
対
し
て
、
給
与
や
預

金
の
差
押
と
い
っ
た
強
制

執
行
の
申
し
立
て
な
ど
の

債
権
回
収
を
実
施
し
ま
し

た
。

♦
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
効

率
的
な
事
業
執
行
と
経
営

の
透
明
性
を
高
め
る
た
め

に
事
業
評
価
を
行
い
、
外

部
評
価
機
関
の
「
彦
根
市

水
道
事
業
評
価
委
員
会
」

を
年
５
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
利
用
者
の
満
足

度
な
ど
を
含
め
た
評
価
を

実
施
し
ま
し
た
。

♦
民
間
開
発
団
地
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
か

ら
公
共
下
水
道
へ
の
切
り

替
え
を
進
め
ま
し
た
。

　
　

２
団
地
で
切
り
替
え
の

た
め
の
準
備(

協
議
・
調
査
）

を
行
い
ま
し
た
。

♦
下
水
道
整
備
を
見
直
し
、

単
年
度
投
資
額
の
低
減
を

図
る
と
と
も
に
、
起
債
の

発
行
を
抑
制
し
ま
し
た
。

病院・水道・下水道事業における主な取り組み

【
病
院
事
業
】

【
水
道
事
業
】 【
下
水
道
事
業
】

▲ 64 列マルチスライス CT
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所
伝
を
記
し
た
」
と
成
立
の
由
来
が
記
さ

れ
ま
す
。
江
戸
時
代
建
立
の
寺
や
、
佐
和

山
を
横
切
る
朝
鮮
人
街
道
が
描
か
れ
る
こ

と
か
ら
、
江
戸
時
代
中
期
の
佐
和
山
の
景

観
図
に
、
城
や
城
下
町
に
関
す
る
伝
承
を

記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

他
の
佐
和
山
に
関
す
る
記
録
と
し
て
、

「
古こ

城
じ
ょ
う

山や
ま

昔
む
か
し

咄
ば
な
し

聞き
き

集
あ
つ
め

書が
き（

以
下「
聞
集
書
」）」

（
個
人
蔵
、
当
館
寄
託
）
が
あ
り
ま
す
。
享

保
12
年(

１
７
２
７)

、
彦
根
藩
普
請
奉
行

の
指
示
で
、
林

は
や
し

嘉か

　え

　も
ん

右
衛
門
ら
藩
の
足
軽
が
、

古
城
山
＝
佐
和
山
の
伝
承
を
地
元
の
古
老

な
ど
か
ら
集
め
、
藩
に
報
告
し
た
も
の
で

す
。

　

従
来
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
佐
和
山
城

を
復
元
す
る
素
材
と
し
て
そ
の
ま
ま
用
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
の
史
料

と
し
て
内
容
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

両
史
料
の
記
載
を
丁
寧
に
見
て
い
く
と
、

「
古
城
図
」
で
は
、
佐
和
山
の
山
頂
に
「
天

守
跡
」
の
文
字
を
西
側
（
琵
琶
湖
側
）
を
頭

に
し
て
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
側
の

麓
に
、
大
手
（
城
の
正
面
）
に
建
造
さ
れ
る

　

Ｊ
Ｒ
彦
根
駅
の
東
に
位
置
す
る
佐
和
山

に
は
、
か
つ
て
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
も

重
要
視
し
た
佐
和
山
城
が
あ
り
ま
し
た
。

　

秀
吉
は
重
臣
の
石
田
三
成
を
城
主
に
任

じ
ま
し
た
が
、
慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）

の
関
ヶ
原
合
戦
で
三
成
が
敗
れ
る
と
、
新

た
に
佐
和
山
城
主
と
な
っ
た
井
伊
家
は
彦

根
城
を
築
城
し
、
佐
和
山
城
は
城
と
し
て

の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。
佐
和
山
城
に
関

す
る
当
時
の
記
録
は
少
な
く
、
現
在
は
江

戸
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
記
録
を
も
と
に

城
や
城
下
町
の
姿
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ

に
「
佐さ

和わ

山や
ま

古こ

城
じ
ょ
う

図ず

（
以

下
「
古
城
図
」）」（
彦
根
城

博
物
館
蔵
）
が
あ
り
ま
す

（
写
真
）。
文
政
11
年(

１

８
２
８)
の
写
し
で
、
佐

和
山
を
中
心
に
城
下
町

ま
で
を
彩
色
し
て
描
い

て
い
ま
す
。
絵
図
の
上
部

に
松
原
内
湖
が
広
が
り
、

下
端
に
は
中
山
道
が
通

り
、
そ
の
上
に
内
堀
跡
と

土ど

居い

が
描
か
れ
ま
す
。
絵

図
の
右
上
に
、「（
佐
和
山

城
が
）
廃
城
に
な
っ
て
山

林
田
野
に
な
り
百
有
余

年
、
彦
根
藩
士
が
所
持
し

て
い
た
絵
図
に
、
古
老
の

佐
和
山
城
の
姿
を
追
う  ―

佐
和
山
古
城
図
と
伝
承
史
料―

▶
佐
和
山
古
城
図
（
重
要
文
化
財
「
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
」）

　
彦
根
城
博
物
館
蔵

「
追
手
門
（
大
手
門
）
跡
」
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
絵
図
の
編
者
は
東
側
が
大
手
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
す
。
近

年
、
山
の
西
側
大
手
説
も
唱
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、「
古
城
図
」
の
成
立
過
程
を
追
う

こ
と
で
、
東
側
大
手
説
を
改
め
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
聞
集
書
」
に
は
記
載
の
な
い

「
元
獄
屋
跡
」な
ど
の
大
手
周
辺
の
情
報
が

「
古
城
図
」
に
は
記
さ
れ
る
な
ど
、「
古
城

図
」
に
は
「
聞
集
書
」
と
は
別
系
統
の
伝

承
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
く
注
意

す
べ
き
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
佐
和
山
城
に
関
す
る
情
報

の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
佐

和
山
城
の
姿
を
復
元
す
る
た
め
に
欠
い
て

は
な
ら
な
い
作
業
で
す
。
今
後
、
両
史
料

の
さ
ら
な
る
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

藤
尾
隆
志 

）

　

写
真
の
古
文
書
は
、
彦
根
城
博
物

館
テ
ー
マ
展　

シ
リ
ー
ズ
戦
国 

巻

の
２
「
激
動
の
佐
和
山
城―

石
田
三

成
の
時
代―

」
で
、
８
月
31
日
㈫
ま

で
展
示
し
ま
す
。（
期
間
中
無
休)

7 広報ひこね　平成22年８月１日
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日時　９月11日㈯　15：00～（14：30開場）

場所　ひこね市文化プラザ　グランドホール

プログラム　

　ベートーヴェン：「献堂式」序曲Op.124

　シューマン：ピアノ協奏曲　イ短調Op.54

　ベートーヴェン：交響曲第７番　イ長調Op.92

※都合により、曲目その他を変更することがあり

ますので、ご了承ください。

出演者　管弦楽／大阪交響楽団

　　　　指　揮／川瀬賢太郎

　　　　ピアノ／三浦友
ゆ

理
り

枝
え

入場料　全席指定。一般3,000円、高校生以下1,500

円　※宝くじの助成による特別料金です。

託児サービス　無料。利用する人は、９月４日㈯

までに申し込んでください。

注意事項　

　未就学児のお子様の同伴・入場はご遠慮くだ　

さい。

チケット販売場所　ひこね市文化プラザチケット

センター☎27-5200、平和堂アルプラザ彦根く

らしのサービスセンター☎24-4196、ビバシテ

ィ平和堂くらしのサービスセンター☎27-5585、

彦根商工会議所☎22-4551、ローソンチケット☎

0570-084-005( Ｌコード51770)　

問い合わせ先　ひこね市文化プラザチケットセン

ター☎27-5200　　

宝くじコンサート　　
～シューマン生誕200年～大阪交響楽団演奏会
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平
成
21
年
中
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
、

全
国
で
１
、９
５
２
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
も
の
が
１
、１
３

５
件(

58
・
１
％)

で
最
も
多
く
、
次
い
で
マ

ッ
チ
に
よ
る
も
の
が
１
８
６
件
（
９
・
５
％
）、

花
火
に
よ
る
も
の
が
72
件
（
３
・
７
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

火
遊
び
に
よ
る
火
災
を
な
く
す
た
め
に

も
、
大
人
が
子
ど
も
に
対
し
て
火
災
の
恐
ろ

し
さ
や
正
し
い
火
の
取
り
扱
い
方
法
を
教
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
、
も
う
一
度
、
子
ど
も
と
火
災
の

恐
ろ
し
さ
・
火
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
話
し

合
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

夏
の
風
物
詩「
花
火
」。
い
よ
い
よ
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
気
軽
に
楽
し
め
る
花
火
も
、
取

り
扱
い
を
誤
る
と
火
事
や
、
や
け
ど
な
ど
の

事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

火
災
や
、
や
け
ど
な
ど
の
事
故
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、
夏
の
楽
し

い
思
い
出
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
、
大
人

が
い
な
い
と
き
に
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
た
め
火
災
の
発
見
が
遅
れ
、
火
災
が
拡

大
す
る
要
因
に
も
な
り
ま
す
。

火
遊
び
に
よ
る

火
災
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

「
花
火
」
は
、
楽
し
く
安
全

に
遊
び
ま
し
ょ
う
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建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
皆
さ
ん

固
定
資
産
税
の
家
屋
調
査
に

ご
協
力
を

　

住
宅
、
倉
庫
、
事
務
所
、
店
舗

な
ど
、
建
物
を
新
築
・
増
築
す
る

と
、
固
定
資
産
税
（
市
街
化
区
域
内

で
は
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
）が

新
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
固
定
資
産
税
の
税
額
を
計

算
す
る
た
め
に
、

税
務
課
の
職

員
が
建
物
の
調
査
に
伺
い
ま
す
。

建
物
の
外
観
と
と
も
に
、
各
部
屋

を
拝
見
し
ま
す
の
で
、
必
ず
建
築

主
か
、
家
族
の
ど
な
た
か
の
立
ち

会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
時

間
は
、
30
分
か
ら
１
時
間
程
度
で

す
。
調
査
の
際
に
、
建
物
の
平
面

図
・
立
面
図
な
ど
の
図
面
や
、
仕

様
・
設
計
書
、
建
築
確
認
申
請
書

な
ど
を
ご
用
意
い
た
だ
く
と
、
よ

り
正
確
で
短
時
間
で
調
査
が
で
き

ま
す
。

　

留
守
が
ち
な
お
宅
は
、
事
前
に

都
合
の
よ
い
日
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
調
査
日
時
を
調
整
し
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
課
税
さ
れ
て

い
る
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
や
、

用
途
を
変
更
し
た
場
合
な
ど
は
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

10
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま

で
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で

６
か
月
前
納
に
す
る
と
お
得

　
　

10
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で

の
６
か
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料

を
、
口
座
振
替
で
ま
と
め
て
納
付

（
６
か
月
前
納
）
す
る
と
、保
険
料
が

８
万
９
、
５
７
０
円
と
な
り
、
毎

月
１
万
５
、
１
０
０
円
を
納
付
す

る
よ
り
も
１
、
０
３
０
円
お
得
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

　

申
し
込
み
は
８
月
末
ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。
引
き
落
と
し
日
は

11
月
１
日
（
10
月
末
日
が
日
曜
日
の

た
め
）
で
す
。
な
お
、現
在
口
座
振

替
に
よ
る
毎
月
納
付
を
利
用
し
て

い
る
人
が
、
６
か
月
前
納
を
希
望

す
る
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
口
座

振
替
方
法
の
変
更
手
続
き
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８

番

労
働
時
間
等
相
談
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
か
ら
、
過
重
労
働
に
よ
る

健
康
障
害
の
防
止
や
、
長
時
間
労

働
の
抑
制
、
仕
事
と
家
庭
の
調
和

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
労

働
時
間
等
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
主
、
人
事
担
当
者
、
一
般

労
働
者
を
対
象
に
、
社
会
保
険
労

務
士
が
長
時
労
働
や
職
場
の
安
全

衛
生
管
理
な
ど
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

相
談
場
所　

エ
ル
テ
ィ
９
３
２　

４
階
（
草
津
市
Ｊ
Ｒ
草
津
駅
東
口
）

相
談
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
後
２
時
〜
同
８

時

　

※
対
面
相
談
は
午
後
５
時
ま
で

土
曜
日　

午
後
１
時
〜
同
６
時

※
対
面
相
談
は
な
く
、
電
話
相

談
の
み

相
談
電
話
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
１
２
０-

08-

１
７
４

４
番
（
通
話
料
無
料
、
携
帯
電
話

不
可
）、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５

７
０-

08-

１
７
４
４
番
（
通
話

料
有
料
、
携
帯
電
話
可
）

　

４
月
か
ら
「
子
ど
も
手
当

制
度
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
子

ど
も
手
当
は
、
中
学
３
年
生

修
了
ま
で
（
15
歳
到
達
後
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。　

　

４
月
１
日
時
点
で
、
新
た
に

子
ど
も
手
当
制
度
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
４

月
下
旬
に
手
続
き
の
案
内
を

送
付
し
ま
し
た
。
ま
だ
申
請
が

済
ん
で
い
な
い
人
は
、
急
い
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
９

月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
い
た
場
合
、
４
月
分
か

ら
の
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
月
１
日
以
降

に
転
入
し
た
人
や
出
生
な
ど

で
対
象
と
な
っ
た
人
は
、
申

請
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌

月
分
か
ら
し
か
受
給
で
き
ま

せ
ん
。

　　

な
お
、
単
身
赴
任
な
ど
で
、

子
ど
も
が
彦
根
市
に
い
な
い

人
（
子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る

人
）
に
は
、
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
せ
ん
。
案
内
が
届
い
て

い
な
い
人
で
、
子
ど
も
手
当

制
度
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
手
当
は
、子

ど
も
の
住
所
地
で
は
な
く
、

養
育
し
て
い
る
人
の
住
所
地

で
申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
（
独
立
行
政
法
人
な

ど
を
除
く
）
の
人
は
職
場
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の

で
、
勤
務
先
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

保
険
年

金
課
☎
30-

６
１
３
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番

子
ど
も
手
当

申
請
が
ま
だ
の
人
は
急
い
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
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就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

受
験
資
格
　
次
の
①
〜
④
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
ま
た
は

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
だ
っ
た

人
で
、
平
成
23
年
３
月
31 

日
ま

で
に
満
15 

歳
以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務

の
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、

平
成
23  

年
３
月
31 

日
ま
で
に
満

15 

歳
に
達
す
る
人
で
、
そ
の
年

度
の
終
わ
り
ま
で
に
中
学
校
を

卒
業
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な

い
理
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大

臣
が
認
め
た
人

③
平
成
23 

年
３
月
31 

日
ま
で
に
満

16 

歳
以
上
に
な
る
人

※
①
、
④
に
該
当
す
る
人
を
除
く

④
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、

平
成
23
年
３
月
31 

日
ま
で
に
満

15 

歳
以
上
に
な
る
人

試
験
日
　
11 

月
２
日
㈫

試
験
会
場
　

大
津
合
同
庁
舎　

７
Ｂ
会
議
室
（
大
津
市
）

願
書
提
出
先
　
文
部
科
学
省

願
書
受
付
期
間
　
８
月
20
日
㈮
〜

９
月
７ 

日
㈫
（
郵
送
の
場
合
は
９

月
７
日
㈫
の
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先
　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎
０
７
７-

５
２

８-

４
５
７
６
番

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
に
つ
い
て

　

広
報
ひ
こ
ね
７
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
検
定
満
期

を
迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

を
、
８
月
か
ら
11
月
に
行
い
ま
す
。

　

取
替
作
業
は
彦
根
市
の
負
担
で

行
い
、
作
業
は
左
の
従
事
者
証
を

携
帯
し
た
人
が
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
該
当
す
る
人
ま
た
は
、

事
業
所
に
は
、
事
前
に
は
が
き
を

送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
上
下
水

道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー (

受
託
事
業
者　

㈱
エ
コ
シ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
）
☎
27-

２
８
０

２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

２
８
０
３

番
、

水
道
部
業
務
課
☎
22-

２

７
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

４
０

５
４
番

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

　

大
雨
と
大
規
模
地
震
の
発
生

に
よ
る
被
害
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

主
会
場
の
鳥
居
本
小
学
校
で

は
、
住
民
の
避
難
・
誘
導
訓
練

や
地
震
体
験
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
に
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
水

道
・
ガ
ス
・
電
気
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
機
関
の
応
急
復
旧
訓

練
、
消
防
機
関
が
行
う
火
災
防

彦
根
市
防
災
訓
練

日
時　

８
月
28
日
㈯　

午
前
８
時
30
分
〜
同
11
時
30
分

主
会
場　

鳥
居
本
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
（
鳥
居
本
町
）

▶
土
の
う
を
積
む
水
防
訓
練

ぎ
ょ
訓
練
な
ど
、
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
訓
練
を
見
て
い
た
だ
き
、

防
災
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
な
訓
練
内
容

　

避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練

（
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
）、
水
防
訓

練
（
土
の
う
積
み
な
ど
）、
負
傷
者

の
救
出
・
救
護
訓
練
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
復
旧
訓
練
、
火
災
防
ぎ

ょ
訓
練
、
救
援
物
資
の
搬
送
訓

練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
起
震
車

に
よ
る
地
震
体

験
、
応
急
救
護

所
設
置
、
非
常

食
の
試
食
、
水

消
火
器
体
験
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
置
訓
練　

な
ど

訓
練
参
加
機
関

　

彦
根
市
消
防
団
、
近
隣
各
自

治
会
、
近
隣
各
自
主
防
災
組
織
、

彦
根
市
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
、
ひ
こ
ね
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
各
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
、
各
防
災

関
係
機
関
、
エ
フ
エ
ム
ひ
こ
ね

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
㈱　

ほ
か

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
危

機
管
理
室
☎
30-

６
１
５
０

番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

◀
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
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前
進

中な
か

谷た
に

　
健け

ん

一い
ち

さ
ん
（
彦
根
総
合
高
等
学
校
１
年
）

　
「
君
は
来
年
、
高
校
生
に
な
る
。
心
も
体
も

強
く
成
長
し
な
き
ゃ
だ
め
だ
ぞ
。
で
も
、ど
う

し
て
も
越
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
周

り
の
人
に
相
談
し
な
さ
い
。
そ
れ
が
解
決
の

一
歩
だ
よ
。」

　

私
が
い
じ
め
に
悩
ん
で
い
た
中
学
校
三
年

生
の
頃
、
当
時
の
担
任
の
先
生
は
そ
う
伝
え

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
い

か
。
な
ぜ
自
分
だ
け
が
辛
い
思
い
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
学
校
に
行
き
た
く
な

い
。
友
達
の
顔
さ
え
見
た
く
な
い
。
そ
ん
な

状
況
を
ど
う
解
決
し
た
ら
い
い
か
。
先
の
見

え
な
い
不
安
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
て
い
た

私
に
と
っ
て
そ
の
先
生
の
言
葉
は
本
当
に
心

に
響
き
ま
し
た
。

「
よ
く
言
っ
て
く
れ
た
ね
。」

そ
う
褒
め
て
く
れ
る
先
生
の
姿
に
、
胸
に
つ

か
え
て
い
た
も
の
が
と
れ
て
、
少
し
心
が

す
っ
き
り
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
学
校
生
活
を
取
り

戻
す
た
め
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
先
生
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
友
人
た
ち
や
家
族
を

交
え
て
の
話
し
合
い
を
何
度
も
何
度
も
重
ね

ま
し
た
。
友
達
に
「
裏
切
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
。」「
友
達
っ
て
何
な
ん
だ
ろ
。」
い
ろ
ん

な
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
て
い
た
私
に
は
、
話

し
合
い
の
場
で
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表

現
す
る
の
は
、
本
当
に
苦
し
い
こ
と
で
し
た
。

け
れ
ど
も
、
ね
ば
り
強
く
話
し
て
い
く
う
ち

に
、
段
々
と
い
じ
め
は
解
決
の
方
向
に
向
か

い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
自
分
一
人
で
悩
ん

で
て
は
い
け
な
い
。
勇
気
を
も
っ
て
周
囲
の

人
に
自
分
の
不
安
を
伝
え
る
こ
と
。
そ
し
て

話
し
合
う
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
気

づ
き
ま
し
た
。
同
時
に
「
一
人
で
悩
ま
ず
、相

談
し
な
さ
い
。」
と
い
う
先
生
の
言
葉
を
身
を

も
っ
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
の
通
り

に
物
事
が
進
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
今
も
、
中
学

校
時
代
の
友
人
と
は
親
友
と
し
て
つ
き
あ
っ

て
い
ま
す
。
友
達
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
か
る
こ

と
は
必
ず
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
高
校
生
と
な
り
、
充
実
し
た
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
新
し
い
環
境

　
　
　
　
　

選
　
　
評

　

辛
い
体
験
を
思
い
出
し
、
よ
く
応
募
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
な
た
の
不
安
を
よ
く
理

解
し
励
ま
し
て
く
だ
さ
る
先
生
が
お
ら
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
ね
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
話
し
合
い

に
よ
っ
て
物
事
は
解
決
で
き
る
と
い
う
経
験
は
、

あ
な
た
の
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
自
信
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
文
を
読
ん
で
勇
気
づ

け
ら
れ
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
い
ま

辛
い
思
い
を
し
て
い
る
人
へ
の
エ
ー
ル
で
も
あ

る
の
で
す
。

で
生
活
を
す
る
上
で
た
く
さ
ん
の
不
安
を
抱

え
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
友
達
も
で
き
て

人
間
関
係
も
少
し
広
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
今
で
も
、
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
時

が
あ
り
ま
す
が
、
辛
か
っ
た
分
、
自
分
が
勇

気
を
も
っ
て
行
動
し
た
こ
と
に
自
信
を
も
て

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ち
ゃ
ん
と
強
く
な
っ
て
い
る
。
ち
ゃ
ん
と

前
に
進
ん
で
行
っ
て
い
る
。
も
し
、
今
、
色
々

な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、
そ
う

伝
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ
れ
が
同
時
に
、私

自
身
に
対
す
る
エ
ー
ル
だ
か
ら
。

中な

か

山や

ま

　
璃り

花か

さ
ん
（
南
中
学
校
３
年
）

学
年
は
、
応
募
時
の
も
の
で
す
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小
・
中
合
同
ク
リ
ー
ン
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

６
月
23
日
㈬
、鳥
居
本
地
域
で
、小
・

中
合
同
ク
リ
ー
ン
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
行
事
は
、
鳥
居
本
小
学

校
と
鳥
居
本
中
学
校
が
合
同
で
行
い
、

10
年
以
上
続
い
て
い
る
行
事
で
す
。

　

清
掃
は
、登
校
ま
で
の
道
の
り
、公

園
、
公
民
館
、
小
学
校
周
辺
や
中
山

道
沿
い
の
溝
な
ど
24
地
域
。
子
ど
も

た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
計
画
し
た
清

掃
場
所
に
集
ま
り
、
暑
い
中
、
清
掃

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

市
立
病
院
で
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た

　　

７
月
７
日
㈬
、
小
児
病
棟
に
入
院

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族

や
、
大
人
の
患
者
も
対
象
に
、
音
楽

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
も

ら
お
う
と
、
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

出
演
は
宮
戸
有あ

り

子こ

さ
ん
。
宮
戸
さ

ん
は
、
今
年
の
３
月
か
ら
、
月
に
１
回

市
立
病
院
に
訪
問
さ
れ
て
お
り
、
今

回
の
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
キ
ー

ボ
ー
ド
演
奏
や
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
曲
の
合
間
に
は
、
七
夕
に
ま

つ
わ
る
話
に
つ
い
て
絵
本
を
使
っ
て

話
し
た
り
、
曲
当
て
ク
イ
ズ
を
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、い
っ
し
ょ

に
参
加
し
た
滋
賀
県
立
大
学
生
が
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

景
観
形
成
市
民
団
体
認
定
通
知

書
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

７
月
５
日
㈪
、
景
観
形
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
市
民
団

体
に
対
し
て
認
定
を
行
う
、
認
定
書

の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
さ
れ
た
の
は
、
本
町
二
丁
目

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
。
自 

ら
旧
城
下

町
の
景
観
形
成
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
、
地
区
の
景
観
の
向
上
に
貢
献

す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

庁
舎
前
の
池
で
オ
ニ
バ
ス
の
案

内
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
７
日
㈬
、
市
役
所
庁
舎
前
の

池
に
植
え
ら
れ
て
い
る
オ
ニ
バ
ス
の

案
内
看
板
と
説
明
看
板
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
作
業
を
行
っ
た
の
は
「
彦

根
城
オ
ニ
バ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

メ
ン
バ
ー
７
人
。

　

オ
ニ
バ
ス
は
、
平
成
22
年
３
月
に
、

彦
根
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
オ
ニ
バ
ス

を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
て

い
こ
う
と
い
う
狙
い
で
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
。　

　

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
と
、
市
役
所
庁

舎
前
の
池
の
オ
ニ
バ
ス
が
赤
紫
色
の

花
を
咲
か
せ
る
時
期
は
、
早
け
れ
ば

７
月
末
ご
ろ
で
は
な
い
か
と
の
こ
と

で
す
。
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原爆投下の日に
慰霊と平和の祈りを
ささげましょう

　広島市と長崎市での原爆死没者のめい

福と、世界の恒久平和を願い、それぞれ

の家庭や職場、地域で、原爆が投下され

た時刻に黙とうをささげましょう。

原爆が投下された時刻

　広島市　８月６日　　８：１５

　長崎市　８月９日　１１：０２

　　

彦
根
市
は
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
求

め
、
昭
和
58
年
10
月
１
日
に
「
核
兵
器
廃

絶
都
市
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
わ
が
国

は
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
す
。
被
爆

者
の
苦
し
み
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
は
、
永

久
に
語
り
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
核
兵
器
に
よ
る
過
ち
が
二

度
と
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
願
い
、
ま

た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
に
平
和
の
尊

さ
を
し
っ
か
り
刻
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
展
」
を
開

催
し
ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
展
示
場
で
は
、
色い

ろ

紙が
み

を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、平

和
へ
の
願
い
を
込

め
て
鶴
を
折
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

協
力　

広
島
平
和

記
念
資
料
館
・

㈶
長
崎
平
和
推

進
協
会

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
☎

30-

６
１
０
０

番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

彦根市役所１階ロビー
期間　８月２日㈪～同17日㈫　8：30～

17：15（土・日曜日は除く）

展示内容

　●被爆現物資料　●ビデオ上映

　●サダコと折り鶴ポスター

市立図書館開架室・第１集会室
期間　８月３日㈫～同15日㈰　

　　　10：00～ 18：00（日曜日は 10：00
　　～ 17：00、月曜日は除く）

展示内容

　●子どもたちの平和ポスター

　●ビデオ上映（８月８日㈰、同15日㈰のみ）

市民会館ギャラリー

期間　８月２日㈪～同16日㈪　9：00～

17：00（２日㈪は 13：00 ～、16日㈪は
16：00まで、火曜日は除く）

　展示内容

　●長崎原爆被災写真パネル

彦根市は

核兵器廃絶宣言都市です
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〈内容〉　日常生活に使う会話を学ぶとともに、ブラジル
の文化・習慣にも親しみます。〈対象〉　ポルトガル語講
座（初級Ⅱ）を受けた経験、または同程度の基礎知識が
あり、さらにポルトガル語の学習を続けたいと思ってい
る人　〈日時〉９月２日～ 10月28日まで（９月23日を除く）
の毎週木曜日　19：00～ 20：30　〈場所〉市役所３階31
会議室　〈定員〉15人（先着順）　〈教材費〉3,000円　〈申込
開始日〉８月２日㈪　〈申込・問い合わせ先〉市民交流
課☎ 30-6113、FAX22-1398

〈内容〉人権問題に関する基礎的な知識や人権感覚を持った、
地域における啓発活動のリーダーとして活躍できる人材の
育成を目指す講座です。　〈日程・場所・内容〉下の表のとお
り　〈時間〉19：00～20：30　※10月１日㈮は19：00 ～
20：45　〈対象者〉市内に在住・在勤の人で、人権問題に自
主的に取り組む意欲のある人　〈募集人員〉20 人（先着順）  

〈受講料〉無料  〈申込期限〉８月13日㈮　〈申込・問い合わ
せ先〉電話、ファクス、Eメールで受講希望者の住所、氏名、
電話番号を 人権政策課☎ 30-6115、FAX22-1398、Ｅメ
ール：jinken@ma.city.hikone.shiga.jp

〈日時〉11月６日㈯・同７日㈰の 10：00～ 16：00　〈場所〉
滋賀大学経済学部構内。雨天時は体育館のみ　〈出店料〉
１ブース300円。両日参加の人は１ブース250円。　
〈募集区画数〉各日100区画（先着順）　〈申込期間〉 ８月９
日㈪～９月30日㈭　〈申込・問い合わせ先〉電話で滋賀大
学学園祭実行委員会☎ 27-1137。※電話での申込・問い
合わせは、月～金曜日の 10：00～ 17：00。滋大祭ホー
ムページ http://shidaisai.jimdo.com/からも申し込むこ
とができます。
 

〈内容〉「ウィズ」の登録団体「フラワー」が講師となり、
自宅にパンをこねる器械がなくてもパンが作れる製法
を用いて、パンを作ります。焼きたてのパンのおいしさ
を楽しみましょう。〈日時〉９月３日㈮　９：30～ 12：
30　〈場所〉男女共同参画センター「ウィズ」　〈受講
料〉800円。ほかに材料費として800円必要。　〈定員〉
20人（先着順）　〈申込開始日〉〉８月４日㈬　９：00 〈申
込・問い合わせ先〉電話かファクスで、 男女共同参画
センター「ウィズ」☎ 24-3529（FAX共用）

〈派遣期間〉10月15日㈮～同20日㈬（５泊６日）〈派遣先〉
中華人民共和国湖南省湘

しょう

潭
たん

市、長
ちょう

沙
さ

市ほか　〈参加資格〉
市内在住の18 歳以上（高校生は除く）で、健康で団体行動
に協調できる人　〈定員〉８人程度（過去に市が主催する使
節団の団員として訪中したことがない人を優先します）　〈参
加費〉未定※前回派遣時は 167,500円でした。〈申込期
間〉８月２日㈪～同17日㈫　〈申込・問い合わせ先〉申込
書（ 市民交流課〈市役所３階〉、市民・国際交流サロン〈市

民会館〉にあります）に必要事項を記入して、 市民交流
課☎30-6113、FAX22-1398

〈内容〉外国人に日本語を教える方法の基礎から実践ま
で　〈日時〉９月４日㈯・同11日㈯・同25日㈯　13：00～
14：30　〈場所〉中地区公民館（大藪町）　〈定員〉20人（先
着順） 〈受講料〉1 ,000円　〈申込・問い合わせ先〉ひこね
国際交流会VOICE事務局☎ 46-1294（苗村方）、Ｅメー
ル：hikonae7@gmail.com

〈内容〉彦根城をテーマにして、日ごろは見ることので
きない場所などを親子で探検し、彦根城が築かれるまで
の経過や、そこに施

ほどこ

された工夫について学びます。〈日
時〉８月22日㈰　13：30～ 16：00　※雨天中止〈場所〉
彦根城内　〈集合場所〉開国記念館前　〈対象〉彦根の歴史
や文化に関心のある親子〈定員〉50組（先着順）　〈申込
期間〉８月２日㈪～同19日㈭　〈参加費〉無料　〈持ち物〉
テキストとして彦根城ガイドブックを使用します。すで
に持っている人は当日持ってきてください。購入する人
は１部200円です。　〈申込・問い合わせ先〉住所・氏名
（親子とも）・電話番
号を、電話かファク
スで 教育委員会文
化財課☎26-5833、
FAX26-5899へ。な
お、 教育委員会の
ホームページからも
申し込むことができ
ます。

　夏休み親子彦根城探検隊

　滋賀大学学園祭　フリーマーケット

　ウィズ　フラワーのパン教室　

　外国人に日本語を教えるボランティアの
　ための講座　-日本語の教え方、教えます-

　国際友好都市湘潭市への彦根市友好使節団

　ポルトガル語講座（初級Ⅲ）

　人権啓発リーダー養成講座　
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〈内容〉琵琶湖病院の医師　松田桜子さんを招いて、ター
ミナルケアを中心とした認知症の話を聞きます。質疑応
答の時間もありますので、日々の介護で感じる今後の
不安や疑問を少しでも解消してみませんか。〈日時〉８月
18日㈬　14：30～16：00　〈場所〉障害者福祉センター多
目的室（平田町）　〈定員〉50人　〈参加費〉500円　〈申込
期限〉８月16日㈪　〈申込・問い合わせ先〉電話かファク
スで、家族のつどいほっこり☎・FAX24-6638（尾崎方）、
☎・FAX23-5494（山口方）

〈内容〉子育てにおける絵本の役割と絵本の読み方につ
いてのお話です。 〈日時〉８月23日㈪　10：00～11：30   
〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対象〉０～３歳の子ど
もとその保護者　〈定員〉25組（先着順）　〈参加費〉無料
〈申込期間〉８月２
日㈪～同16日㈪ の
8：30～ 17：15 　
〈申込方法〉電話か、
子どもセンター窓
口で申し込んでく
ださい。〈申込・問い
合わせ先〉 子ども
未来室☎ 28-1580
（FAX共用）

〈ファミリー・サポート・センターとは〉彦根市ファミリー・
サポート・センターは、働く人の仕事と家庭生活の両立
の支援と、児童の福祉の向上を目的に、育児の援助を受
けたい人、援助をしたい人が、お互いに有償で助け合う
会員組織です。〈内容〉有償で、子どもを預かったり、子
育てのサポートをしていただく提供会員を募集していま
す。入会は無料で、特別な資格は必要ありません。「やっ
てみよう」という人を対象に、随時、入会説明を行って
います。なお、会員登録をしていただいた人には、子ど
もの安全や人権など、援助活動に役立つ講習を受講して
いただきます。〈登録料〉無料　 〈申込・問い合わせ先〉
ファミリー・サポート・センター（ 男女共同参画セ
ンター「ウィズ」内）☎・FAX24-3920（土曜日の午後、
および日・火曜日、祝日を除く）

〈内容〉平成22年文部科学大臣表彰の受賞を記念して、
「絵本におけることば」について講演していただきます。
　〈日時〉９月５日㈰　13：00～ 15：30　〈場所〉市立図書
館第１集会室　〈定員〉70人（先着順）〈参加費〉無料〈申
込期間〉８月３日㈫～同31日㈫　〈申込・問い合わせ先〉
電話で、市立図書館☎22-0649、FAX26-0300

〈内容〉紙とはさみだけを使って虫や動物が作れる「かみ
わざ」KUNIさんの切り紙教室と廃材を使ってエコで楽
しいおもちゃや、夏休みの思い出を飾るフォトフレー
ム作りなどに挑戦します。〈日時〉８月21日㈯ 13：30～
15：00 〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対象・定員〉
切り紙教室：小学３年生以上・15組、エコクラフト：３歳
～小学３年生とその保護者・12組。ともに先着順　〈参
加費〉無料　〈持ち物〉エコクラフト参加者のみ空のペッ
トボトル１本　〈申込開始日〉８月２日㈪　〈申込・問い
合わせ先〉電話か、子どもセンター☎ 28-3645（FAX共
用）窓口で申し込んでください。

〈内容〉　この協議会では、高齢者保健福祉計画や介護保険
事業計画の策定・評価などについて協議します。彦根市
が行う高齢者の保健・福祉施策について、市民の皆さん
の意見を反映させるため、協議会の委員を募集します。
協議会は、公募委員のほか、学識経験者、介護サービス
事業者などから選ばれた委員で構成されます。〈募集人
員〉　65歳以上の市民２人、40歳以上65歳未満の市民１
人、20歳以上40歳未満の市民１人　〈任期〉10月から平
成25年９月までの３年間（予定） 〈申込期限〉８月31日㈫
　〈申込・問い合わせ先〉住所、氏名、生年月日、電話番

号、応募の動機（200字程度）を書いて、郵送、ファク
スで、 介護福祉課☎ 23-9660、FAX26-1768まで申
し込んでください。また、Eメールから申し込むことも
できます。Eメール：kaigo@ma.city.hikone.shiga.jp

〈内容〉姉妹城・親善都市と交流都市の観光と物産展事業
の一つとして行うフリーマーケットの出店者を募集し
ます。〈開催期間〉10月31日㈰～ 11月3日（水・祝）　※飲食物
の販売は 11月１日㈪～同3日（水・祝）　〈場所〉ひこね市文化
プラザ（野瀬町）  〈申込条件〉市内在住の個人もしくは団
体（公共機関を除く）で、営利を目的としないもの　〈参
加協賛金〉１ブースあたり5,000円　〈申込期間〉８月２
日㈪～同20日㈮ 〈申込・問い合わせ先〉㈳彦根観光協会
事務局内☎ 23-0001、FAX26-1919　

〈内容〉犬上川にすむ魚や水生生物の観察　〈日時〉８月４
日㈬　９：00～ 12：00　※当日の天候により中止になる
ことがあります。　〈場所〉南青柳橋（開出今町）付近の犬
上川　〈費用〉100円　〈持ち物〉筆記用具・たも網・帽子・
長靴またはサンダルなど〈申込開始日〉８月２日㈪　〈応
募方法・問い合わせ先〉電話かファクスで「快適環境づ
くりをすすめる会」事務局（ 生活環境課内）☎ 30-6116、
FAX27-0395

　川の生き物観察会

　家族のつどい「ほっこり」　特別編

　子育て講座　～絵本と親しもう～

　子どもセンター　ファミリークラフト
　KUNI さんの切り紙教室＆エコクラフト

　彦根市高齢者保健福祉協議会委員

　ひこね児童図書研究グループ
　児童文学研究者　松居 直さん講演会

　彦根市ファミリー・サポート・センター提供会員

　姉妹城・親善都市と交流都市の観光と物産展

　フリーマーケット出店者
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ご来場ください！
彦根駅東地区まちづくり　
お祭り広場

日時　８月28日㈯　16：00～18：00

　　　※雨天中止

場所　彦根駅東地区第１号公園

内容　「ひまわり太鼓」による和太鼓演奏、金

魚すくい、ヨーヨー釣り、カロム、畳オセ

ロなどのふれあいコーナーのほか、ポン菓

子の無料配布（先着300人）、抽選会など

問い合わせ先　彦根駅東地区まちづくり委

員会事務局（ 市街地整備課☎30-6126、

FAX24-5211）

19 広報ひこね　平成22年８月１日
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日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【８月後半】

１９日㈭

２０日㈮

２４日㈫

２５日㈬

２７日㈮

３１日㈫

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門

稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前

千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前

大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社

新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館

普 光 寺 町（ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港　 屋　 駐　 車　 場　 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：１５
１４：００
１４：５０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０ 

１７日㈫
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１８日㈬
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

図書館休館日

８月後半～９月前半

８月16日㈪、同23日㈪、
同26日㈭、同30日㈪、
９月６日㈪、同13日㈪　　

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

８月後半～９月前半

17日㈫

18日㈬

19日㈭

20日㈮

23日㈪

24日㈫

25日㈬

26日㈭

27日㈮

30日㈪

31日㈫

1日㈬

2日㈭

3日㈮

6日㈪

7日㈫

8日㈬

9日㈭

10日㈮

1 3日㈪

14日㈫

15日㈬

大堀、日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲

葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

大堀、日夏、亀山地区、稲枝（東）、稲部（稲部東）、肥田（西肥田）、

甲崎、野良田、田附、新海、南三ツ谷

鳥居本地区、日夏、亀山地区、稲部（稲部）、柳川、上西川、下西川、

上石寺、下石寺、稲里、上岡部、下岡部、金田、金沢（林、中下、

長江）、肥田（西肥田）

鳥居本地区、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原

三丁目、日夏、亀山地区、稲部（稲部南）、金沢（林、中下、長江）

鳥居本地区、高宮地区、河瀬地区、彦富、稲部（稲部南）

鳥居本地区、古沢、松原（四ッ川を除く）、高宮地区、河瀬地区、

彦富

高宮地区、河瀬地区、亀山地区、彦富（笹田団地）

高宮地区、河瀬地区、亀山地区

高宮地区、河瀬地区

河瀬地区

河瀬地区

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二

丁目、本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、

芹橋二丁目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、海瀬、三津屋

里根、外、戸賀、小泉、野瀬、西今、須越、三津屋

芹川、山之脇、戸賀、小泉、西今、須越、八坂

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、

開出今団地（第１・３部）、大藪、西今、八坂

中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大橋、元岡、沼波、

城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、大藪、

開出今蔵の町団地、宇尾、八坂東団地

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、

中藪二丁目、中藪、長曽根南、平田（大沢を除く）、開出今、

宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、開出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻

西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻、亀山地区、稲

枝（西）、服部、出路、田原、稲部（稲部）

大堀、日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲

葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

　１日㈬

　７日㈫

　８日㈬

９日㈭

１４日㈫

１０日㈮

宮 田 町 山 田 神 社
ＪＡ東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
Ｊ Ａ 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
ＷＡっとねす春日（旧広野会館）

Ｊ Ａ 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

 
　２日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

１３：２０
１４：１０
１５：００

　３日㈮
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

１３：３０
１４：２０
１５：１０

巡回日程【９月前半】

9月前半

8月後半
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鴨か
も

志し

田た

紗さ

良ら

ち
ゃ
ん

（
東
沼
波
町
）

鴨か
も

志し

田た

光み

咲さ
き

ち
ゃ
ん

（
東
沼
波
町
）

品し
な

田だ

瑛え
い

太た

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

ひこね元気計画21
推進中！



広報ひこね
発行：彦根市　　　〒522-8501  滋賀県彦根市元町4番 2号  ☎ 0749-22-1411㈹  FAX 0749-22-1398

編集：情報政策課　●1日・15日発行　　彦根市ホームページ　 http://www.city.hikone.shiga.jp/

この「広報ひこね」は 48,400 部作成し、１部当たりの単価は 10 円（１円未満切り捨て）です。
ただし、原稿作成・編集などにかかる職員の人件費は含まれていません。

24広報ひこね　平成22年８月１日「広報ひこね」は大豆油インキを包含した植物油インキを使用し、印刷は有害な廃液
を排出しない水なし印刷を採用しています。廃棄する場合には古紙回収に出してくだ
さい。

通巻第 1228 号
（平成22年８月１日発行 ）

人口と世帯数
　　　　　　平成22年７月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１１,６５９人　（＋　６３）
５５,０１７人　（＋　１５）
５６,６４２人　（＋　４８）
４３,１５３世帯（＋　９５）

表
紙
の
写
真

　

高
宮
町
無
賃
橋
付
近
の
犬
上

川
河
川
敷
で
行
わ
れ
た
高
宮
納

涼
花
火
大
会
は
、
今
年
で
98
回
を

数
え
る
歴
史
あ
る
花
火
大
会
で

す
。
今
年
も
、
約
２
８
、
０
０
０

人
が
詰
め
か
け
、
打
ち
上
げ
花
火

や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、
夜
空
を

彩
る
約
３
、
９
５
０
発
の
花
火
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
火
大
会
の
翌
日
に

は
、
彦
根
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
会
場

周
辺
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

も
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
の
改
訂
に
向
け

て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
改

訂
で
は
、
新
た
に
「
両
生
類
」、「
は
虫
類
」

の
生
息
状
況
を
掲
載
す
る
た
め
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

両
生
類
や
は
虫
類
の
中
に
は
、
専
門
的

知
識
が
な
く
て
も
簡
単
に
判
別
で
き
る
種

が
い
ま
す
。
今
回
、
左
の
６
種
に
つ
い
て
、

目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
情
報
提

供
は
12
月
24
日
㈮
ま
で
と
し
ま
す
。

情
報
提
供
内
容　

名
前
、
目
撃
し
た
場
所
、

年
月
日
、（
で
き
る
だ
け
細
か
く
）
情
報
提

供
者
の
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

▼
６
種
以
外
の
両
生
類
・
は
虫
類
の
情
報

も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
提
供
は
、
写
真
、

撮
影
し
た
場
所
と
年
月
日
、
情
報
提
供

者
の
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
載
し

て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
目
撃
情
報
に
つ
い
て
は
、
死
ん
で
い
る

個
体
に
つ
い
て
で
も
結
構
で
す
。

▼
過
去
の
情
報
で
詳
し
い
内
容
の
も
の
が

あ
れ
ば
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
・
情
報
提
供
先　

快
適
環

境
づ
く
り
を
す
す
め
る
会
事
務
局
（

生

活
環
境
課
内
）
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

　

彦
根
市
で
は
、
平
成
17
年
３
月
に
「
彦

根
市
で
大
切
に
す
べ
き
野
生
生
物-

レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
ひ
こ
ね-

」
を
発
刊
し
ま

し
た
。
こ
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
は
、
市
内
に

お
い
て
守
る
べ
き
生
物
、
自
然
環
境
、
自

然
的
財
産
を
示
し
、
市
内
に
お
け
る
生
物

多
様
性
の
保
全
を
図
っ
て
い
く
う
え
で
重

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
市
内
の
自
然
環
境
や
そ
こ
に

生
息
す
る
野
生
生
物
を
取
り
巻
く
状
況
は

刻
々
と
変
化
し
て
お
り
、
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

両生類　
アカハライモリ　
　大きさは７～13cm。背中は

黒色または黒褐色で、お腹に

は赤色地に黒斑がある。田んぼや池沼、小川などにすむ。

モリアオガエル
　５月～７月にかけて水辺上部にある木や障害物など

に泡状の卵塊を産む。

※木の上などに産み付けられていた泡状の卵の目撃情報を

お寄せください。

　　　
は虫類

ニホンヤモリ
　大きさは 10～
14cm。体色は灰色

や褐色。民家の壁や窓にくっついていることが多い。

ニホンカナヘビ
　大きさは 16～　

27cm。尾は長く、全体

の２/３を占める。体

には光沢がなく茶褐色で、カサカサして乾いた感じに見える。

ニホントカゲ
　大きさは20～

25cm。小さい時と

少し育ったメスは尾が青色で背中に５本線が入る。オスは成

長すると体が褐色になり、初夏には、ほおの辺りがオレンジ

色になる。体は光沢があり、ツルツルした感じに見える。

ニホンスッポン
　大きさは25～30cm。ほかの
カメとは異なり、甲羅は軟らか

い。鼻の先端が長く伸びて、水上

にこの部分を出し、呼吸する。

両
生
類
・
は
虫
類
の
目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

彦
根
市
で
大
切
に
す
べ
き
野
生
生
物-

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
ひ
こ
ね-

の
改
訂
に
向
け
て


